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図1 小型スピーカーの実装
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1.はじめに

　最近、人間と簡単な対話のできるコミュ

ニケーションロボットが急速に普及しつつ

あり、主に介護や看護といった業界で活用

され始め、大きな期待を寄せられている。と

ころが、コミュニケーションロボットを教

育に活用する事例についてはあまり報告さ

れておらず、特に実験等、実習科目の支援に

関する検討について十分ではない。著者ら

は、コミュニケーションロボットと被験者

を一対一で対話させることで、学生実験に

おける前試問の支援[1]や、前試問後の作業の

支援[2]、実験回路の結線前に実体配線図を作

成することで理解を深めさせる支援[3]、実験

後のデータを確認し検討事項を理解させる

後試問の支援[4]などを想定した実験を行い、

コミュニケーションロボットによる教育支

援を実施した場合に受講者が受けるストレ

スや学習意欲などについて検討している。

ここでは、コロナ禍による大学でのオンラ

イン授業の拡大を踏まえ、コミュニケー

ションロボットによる教育支援をオンライ

ンで運用した場合について検討を行う。具

体的には、双方向のコミュニケ―ションを

行えるアプリケーションを用いてコミュニ

ケーションロボットをオンライン会議に参

加させ、被験者の示す心理的な反応につい

て解析し、同一の被験者が対面で実施した

場合の心理的反応と比較検討を行う。

図2 オンライン会議への参加

2. 実験方法

　コミュニケーションロボットには、簡単

な運動機能と音声・画像認識機能を有する

富士ソフトの Palroを用いる。オンライン会

議の参加時に環境音の影響を受けにくくす

るため、図1に示す様に小型のスピーカーを

頭部のマイクの位置に直付けした。図2に、
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図3 ストレスの有無に対する回答

図4 実習実験への意欲に対する回答

図5 ロボットとの対話に関する回答
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3.実験結果

　実験内容は、既発表[4]で協力頂いた20代

前半の学生(男子8名)に再度依頼をし、 実

験データを確認しながら検討事項を考える後試

問での教育支援について検討を行った。図 3

から図5にその結果を示す。 同図より、教

育支援に対するストレスは比較的低く、対

面に比べオンラインの方が若干高い値を示

す傾向がみられる。この理由として、コミュ

ニケーションロボットに自分の返答をうま

く聴き取ってもらえなかったことを挙げる

被験者もいた。学習意欲については、実験の

前後で平均値に差は見られず、高い評価と

なった。一方、コミュニケーションロボット

との対話についても顕著な差は見られず、

かなり高評価であることも確認された。

オンライン会議での一場面を示す。アプリ

ケーションには Zoom を使用し、コミュニ

ケーションロボットはノートPCの正面に配

置する。実験を行う際は、対象とする被験者

1名をZoomのブレイクアウトルームに参加

させ、実験が終了したらそのまま退出させ

他の被験者との意見交換を防ぐ。また、実験

の前後でGoogleフォームによるアンケート

を実施し、心理的な応答を比較する。被験者

は、主に肯定から否定まで、5段階の評価か

ら 1つを選び、アンケートに回答する。

4. まとめ

　コミュニケーションロボットによる教育

支援をオンラインで運用した場合について

検討した結果、ストレスについては対面と

同様低くなるが、オンラインの接続状態が

悪化し、音声が聞き取りにくくなると評価

が変わる可能性がある。一方、学習意欲は対

面と同様に評価が高く、ロボットと対話を

したいと思う期待感についても高い傾向に

なる事がわかった。
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